
独
覚
ま
た
は
縁
覚
と
十
二
因
縁
と
の
関
係
は
、
『
法
華
経
』
序

品
に
、 最

近
で
こ
そ
余
り
聞
か
な
く
な
っ
た
が
、
つ
い
先
頃
ま
で
の
仏

教
学
者
は
、
独
覚
ま
た
は
縁
覚
に
つ
い
て
の
説
明
に
八
「
十
二
因

縁
を
観
じ
て
悟
る
も
の
」
と
い
い
、
ま
た
「
飛
華
落
葉
を
観
じ
て

悟
る
も
の
」
と
よ
く
云
っ
た
も
の
で
あ
る
。
こ
れ
ら
の
説
明
を
耳

に
す
る
と
き
、
十
二
因
縁
を
観
ず
る
と
い
う
こ
と
と
、
飛
華
落
葉

を
観
ず
る
と
い
う
こ
と
と
の
、
論
理
的
な
関
係
が
は
っ
き
り
と
は

し
な
か
っ
た
し
、
ま
た
飛
華
落
葉
云
々
と
い
う
、
い
か
に
も
日
本

的
な
表
現
が
、
実
は
日
本
で
は
平
安
初
期
以
来
云
々
さ
れ
、
用
い

ら
れ
て
、
そ
れ
が
仏
教
者
以
外
に
も
幅
広
く
使
わ
れ
て
き
た
と
い

う
こ
と
を
、
改
め
て
見
直
し
て
み
た
い
の
で
あ
る
。

ｆ
～
！
く
少
、
ノ
ロ
リ
く
ｆ
Ｊ
、
ｒ
、
／
、
ノ
、
″
く
，
Ｋ
Ｊ
、
ｒ
Ｊ

研
究
ノ
ー
ト

ｆ
り
く
ノ
リ
、
ノ
、
〃
§
ｆ
、
く
ｒ
、
／
、
〃
、
診
く
聾
１
．
〆
、
ｆ
列飛

華
落
葉
を
観
じ
て
悟
る
も
の

為
下
求
二
辞
支
仏
一
者
嬬
説
二
応
十
二
因
縁
法
一

と
、
声
聞
を
求
む
る
者
の
為
に
は
四
諦
の
法
門
が
、
菩
薩
の
為
に

は
六
波
羅
蜜
が
、
過
去
仏
の
日
月
燈
明
如
来
に
よ
っ
て
説
か
れ
る

よ
う
に
、
辞
支
仏
の
為
に
は
相
応
す
る
法
門
と
し
て
十
二
因
縁
が

説
か
れ
る
こ
と
に
な
っ
て
い
る
。
こ
れ
は
大
乗
仏
教
に
於
い
て
定

着
し
た
群
支
仏
す
な
わ
ち
独
覚
と
の
関
係
で
あ
る
。
そ
し
て
こ
れ

が
説
か
れ
る
の
は
『
法
華
経
』
の
み
に
限
っ
た
こ
と
で
は
な
い
。

一
方
、
飛
華
落
葉
を
観
ず
る
と
い
う
こ
と
に
関
し
て
は
、
い
わ

ゆ
る
無
師
独
悟
の
性
格
が
見
ら
れ
る
が
、
そ
れ
に
つ
い
て
は
、
平

安
初
期
の
安
然
（
生
没
年
不
詳
。
但
し
八
四
一
生
年
説
あ
り
）
の

『
真
言
宗
教
時
義
』
に
見
て
み
よ
う
。
同
書
巻
二
に
、

独
覚
人
飛
華
落
葉
以
証
二
聖
果
一
（
大
正
蔵
経
七
五
、
四
○
八
ｃ
）

と
あ
っ
て
、
独
覚
は
飛
華
落
葉
を
見
る
こ
と
に
よ
っ
て
聖
果
を
証

す
る
と
い
う
。
そ
れ
は
自
悟
で
あ
る
。
さ
ら
に
こ
の
記
述
の
前
後

白
土

わ

か
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を
み
る
と
、

小
乗
婆
沙
倶
舎
論
等
説
。
伊
沙
山
有
二
五
百
独
覚
圭
時
有
二
群

猿
一
先
見
二
比
丘
園
逹
行
道
一
彼
猿
学
し
之
以
現
二
威
儀
や
時
五

百
人
見
レ
彼
悟
修
道
。
又
独
覚
人
飛
華
落
葉
以
証
二
聖
果
一
・
（
中

一
略
）
十
住
断
結
経
云
（
中
略
）
仏
滅
度
後
像
法
已
尽
。
経
二

（
木
）
乙
本
①

行
樹
下
一
割
し
皮
間
し
声
即
成
二
仏
道
一
等
云
云
以
レ
一
例
し
諸
一

‐
切
六
大
。
十
界
一
切
諸
法
随
成
二
聖
果
圭
皆
摂
二
大
日
如
来
一

切
時
説
之
中
や
何
以
故
。
大
日
如
来
一
切
法
為
二
自
体
一
故
。

－
凡
有
二
仏
事
一
皆
摂
二
大
日
所
為
之
中
宛
天
台
宗
云
。
法
身
無

説
無
示
冥
資
一
一
一
切
一
即
此
義
也
。
、

と
あ
り
、
飛
華
落
葉
の
他
に
、
伊
沙
山
の
五
百
独
覚
と
猿
の
話
と
、

仏
滅
後
の
像
法
の
時
に
、
樹
下
に
経
行
し
て
木
を
割
る
声
を
聞
い

て
仏
道
を
成
じ
た
話
が
あ
る
。
何
れ
も
独
覚
に
関
す
る
も
の
な
の

で
あ
る
が
、
独
覚
は
無
仏
の
時
に
直
接
教
説
に
よ
る
こ
と
な
し
に
、

現
前
の
事
象
に
触
発
さ
れ
て
悟
る
と
い
う
の
で
あ
る
。

伊
沙
山
の
独
覚
の
話
は
、
『
大
毘
婆
沙
論
』
巻
四
十
六
に
見
ら

れ
る
が
、
そ
こ
に
は
、

如
下
五
百
仙
人
在
二
伊
師
迦
山
中
↓
修
道
。
本
是
声
聞
出
中
無
仏

世
却
撚
猴
為
現
二
仏
弟
子
相
聿
彼
皆
学
し
之
証
一
一
独
覚
果
一
無
学

不
し
受
二
外
道
相
一
故
（
大
正
蔵
経
二
七
、
二
四
一
ｂ
）

と
、
無
仏
の
世
に
、
も
と
声
聞
の
五
百
仙
人
が
猿
の
仏
弟
子
の
相

を
見
て
、
独
覚
果
を
得
た
こ
と
に
な
っ
て
い
る
。

樹
下
に
経
行
し
て
木
を
割
る
声
を
聞
い
て
仏
道
を
成
じ
た
と
い

う
話
は
黙
『
十
住
断
結
経
』
巻
五
に

ノ

仏
去
世
久
像
法
滅
尽
。
宿
縁
衆
生
尽
為
所
在
心
懐
煩
悩
。
周

章
経
行
詣
一
樹
下
。
以
右
手
指
爪
刮
干
樹
皮
心
正
値
空
処
驍

然
有
声
心
霊
然
膳
。
便
成
無
上
正
真
之
道
。
左
右
顧
視
不
見

翼
従
。
隠
形
匿
相
不
転
法
輪
。
如
凡
常
人
。
人
間
分
越
。
〃
是

謂
亦
不
過
智
賢
聖
鮮
支
之
所
修
行
非
仏
羅
漢
也
（
大
正
蔵
経
一

○
１
一
○
○
三
ｃ
’
一
○
○
四
ａ
）

と
あ
る
に
よ
っ
て
い
る
が
、
仏
滅
後
像
法
の
世
に
爪
を
以
て
樹
皮

を
け
ず
る
音
を
聞
き
、
窪
然
と
し
て
さ
と
っ
た
と
い
う
こ
と
、
そ

し
て
他
の
為
に
は
説
法
し
な
い
と
い
う
こ
と
、
こ
れ
が
辞
支
仏
で

あ
る
と
い
う
の
で
あ
る
。

こ
の
よ
う
な
現
前
の
事
象
に
よ
っ
て
さ
と
る
こ
と
に
つ
い
て

「
真
言
宗
教
義
』
は
、
密
教
的
な
解
釈
に
よ
っ
て
、
大
日
如
来
は

一
切
法
を
以
て
自
体
を
為
す
が
故
に
、
十
界
一
切
の
諸
法
に
於
て

聖
果
を
成
ず
る
こ
と
が
で
き
る
と
解
釈
し
て
い
る
。

さ
て
、
飛
華
落
葉
を
以
て
聖
果
を
証
す
る
こ
と
に
つ
い
て
は
、

そ
の
出
拠
を
『
真
言
宗
教
時
義
』
は
明
ら
か
に
し
て
い
な
い
が
、

次
の
説
明
を
見
て
み
よ
う
。

問
。
且
如
二
四
時
一
春
生
夏
栄
。
秋
熟
冬
蔵
。
是
天
地
自
然
之
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道
也
。
地
水
性
沈
。
風
火
性
昇
。
亦
陰
陽
造
化
之
理
也
。
然

則
因
し
塵
入
レ
眠
以
証
二
聖
果
一
可
レ
摂
二
仏
化
↓
以
一
一
仏
説
一
故
。

見
レ
華
観
レ
縁
以
成
二
聖
道
一
何
摂
二
仏
化
や
以
二
自
悟
一
故
。
是

以
論
し
之
業
報
十
界
六
大
等
中
誰
為
二
化
主
一
誰
能
得
し
道
。
今

真
言
宗
行
者
約
二
一
切
法
一
作
二
内
証
観
や
感
応
和
合
摂
二
一
切

時
。
大
日
所
化
毛
其
余
諸
宗
学
徒
一
切
俗
人
乃
至
六
道
不

作
二
此
観
韮
聞
レ
風
無
し
利
。
見
レ
華
無
し
益
。
何
摂
二
大
旧
一
切

時
説
所
化
之
中
一
（
大
正
蔵
経
七
五
、
四
○
九
ａ
）

と
、
ま
ず
こ
の
よ
う
に
、
飛
華
落
葉
を
見
て
悟
る
と
い
う
こ
と
に

つ
い
て
疑
問
を
提
示
し
て
い
る
。
そ
れ
は
、
春
夏
秋
冬
の
い
と
な

み
と
い
っ
た
自
然
の
理
や
、
陰
陽
造
化
の
理
と
い
っ
た
こ
と
に
つ

い
て
、
そ
れ
を
対
境
と
し
て
し
ば
ら
く
惑
に
入
り
、
そ
れ
か
ら
聖

果
を
証
す
る
と
い
う
こ
と
は
仏
の
教
化
の
中
に
も
見
ら
れ
る
こ
と

で
あ
る
。
し
か
し
、
華
を
見
、
縁
を
観
じ
て
聖
道
を
成
ず
る
こ
と

は
、
自
悟
で
あ
っ
て
仏
の
教
化
に
は
入
ら
な
い
。
真
言
宗
の
行
者

は
一
切
法
に
於
て
内
証
の
観
を
作
す
が
、
そ
の
余
の
宗
の
学
徒
は

こ
れ
を
作
さ
な
い
。
風
の
音
を
聞
く
と
い
う
の
も
、
華
を
見
る
と

い
う
の
も
、
益
な
き
こ
と
に
過
ぎ
な
い
と
い
う
わ
け
で
あ
る
。
経

典
の
中
に
示
さ
れ
て
い
な
い
、
こ
の
よ
う
な
風
流
事
の
如
き
こ
と

が
、
聖
道
と
は
か
か
わ
り
の
な
い
こ
と
だ
と
い
う
の
で
あ
ろ
う
。

一
応
、
尤
も
の
こ
と
の
よ
う
で
あ
る
。
そ
し
て
、
飛
華
落
葉
云
々
と

い
う
こ
と
が
、
経
典
に
由
来
す
る
も
の
で
な
い
こ
と
も
知
ら
れ
る
《

こ
の
疑
問
提
示
に
対
す
る
答
は
、

答
、
（
中
略
）
是
大
日
普
門
身
。
法
界
身
。
金
剛
界
身
。

故
知
飛
華
落
葉
割
木
列
猿
並
是
無
し
非
二
大
日
如
来
自
然
造
化

之
功
↓
（
同
）

と
、
大
日
如
来
の
自
然
造
化
の
功
と
し
て
、
飛
華
落
葉
も
、
割
木

の
声
も
、
伊
沙
山
の
猿
も
、
大
日
如
来
の
中
に
あ
っ
て
、
聖
道
を

成
ず
る
契
機
と
な
る
と
述
べ
て
い
る
ｂ
そ
し
て
ま
た
、
ゞ

今
見
レ
華
見
後
得
道
是
小
乗
独
覚
也
。
若
割
レ
木
間
し
声
得
道

是
菩
薩
独
覚
也
（
同
四
○
九
ｂ
）

と
、
独
覚
の
悟
に
、
小
乗
と
菩
薩
乗
と
が
あ
る
こ
と
を
認
め
て
い

る
。
華
を
見
て
而
る
後
に
悟
る
の
は
小
乗
で
あ
り
へ
割
木
の
声
に

直
ち
に
悟
る
の
は
菩
薩
で
あ
る
と
す
る
の
は
、
独
覚
の
悟
に
関
す

る
解
釈
と
し
て
注
目
を
ひ
く
が
、
こ
れ
は
天
台
教
学
的
で
あ
り
、

ま
た
密
教
的
で
あ
る
。

飛
華
落
葉
が
経
典
に
由
来
す
る
も
の
で
な
い
こ
と
は
前
に
述
べ

た
通
り
で
あ
る
が
、
そ
れ
を
考
え
る
に
先
立
っ
て
、
『
大
智
度
論
』

巻
十
八
の
記
述
を
見
て
み
た
い
。

問
日
、
若
畔
支
仏
道
亦
如
レ
是
者
。
云
何
分
二
別
声
聞
鮮
支
仏
毛

答
日
、
道
雄
二
一
種
一
而
用
レ
智
有
し
異
。
若
諸
仏
不
レ
出
仏
法

已
滅
。
是
人
先
世
因
縁
故
。
独
出
二
智
慧
一
不
二
従
し
他
聞
毛
自
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以
二
智
慧
一
得
し
道
。
如
二
一
国
王
一
出
在
二
園
中
一
遊
戯
。
清
朝

見
言
一
林
樹
華
菓
蔚
茂
甚
可
二
愛
楽
や
王
食
已
而
臥
。
王
諸
夫
人

探
女
。
皆
共
取
レ
華
穀
二
折
林
樹
宅
王
覚
已
見
二
林
毅
壊
一
而
自

覚
悟
。
一
切
世
間
無
常
変
壊
皆
亦
如
し
是
。
思
二
惟
是
一
已
無

漏
道
心
生
断
二
諸
結
使
一
得
二
鮮
支
仏
道
や
具
二
六
神
通
一
即
飛

到
｜
一
閑
静
林
間
争
如
レ
是
等
因
縁
先
世
福
徳
願
行
果
報
。
今
世

見
二
少
因
縁
圭
成
二
牌
支
仏
道
一
如
し
是
為
し
異
（
大
正
蔵
経
二
五
、

一
九
一
ａ
ｂ
）

と
、
鮮
支
仏
は
先
世
の
因
縁
に
よ
っ
て
無
仏
の
世
に
独
り
得
道
す

る
こ
と
が
あ
る
。
そ
れ
は
林
樹
華
菓
の
繁
茂
し
て
い
た
の
が
、
華

は
取
ら
れ
樹
は
段
た
れ
た
さ
ま
を
見
て
、
世
間
の
無
常
を
観
じ
無

漏
道
心
を
生
じ
畔
支
仏
果
を
得
て
ゆ
く
よ
う
な
も
の
だ
と
い
う
。

こ
の
辞
支
仏
は
独
覚
に
対
し
て
因
縁
覚
と
名
づ
け
る
と
『
智
度

論
』
に
は
云
っ
て
い
る
が
、
そ
れ
は
先
世
の
因
縁
と
今
世
に
少
因

縁
を
見
る
こ
と
に
よ
っ
て
得
道
す
る
の
で
あ
る
。
そ
し
て
、
そ
れ

は
眼
前
の
事
象
に
よ
っ
て
世
間
の
無
常
を
観
ず
る
こ
と
か
ら
始
ま

る
と
い
う
。
こ
れ
は
、
直
ち
に
飛
華
落
葉
に
は
結
び
つ
か
な
い
が
、

日
本
で
し
ば
し
ば
云
わ
れ
る
飛
華
落
葉
と
無
常
と
の
関
係
は
、
こ

こ
に
す
で
に
現
わ
れ
て
い
る
こ
と
が
注
目
さ
れ
る
。

『
智
度
論
』
の
記
述
と
と
も
に
『
大
乗
義
章
』
巻
十
七
の
記
事

も
ま
た
注
意
を
払
う
必
要
が
あ
る
。

籍
現
事
縁
而
得
道
者
皆
称
縁
覚
（
大
正
蔵
経
四
四
、
七
八
九
ａ
）
‐

と
い
う
の
は
、
現
前
の
事
象
に
よ
っ
て
得
道
す
る
も
の
を
縁
覚
と

称
す
る
こ
と
で
あ
っ
て
、
外
な
る
縁
を
か
り
る
こ
と
を
意
味
す
る
。

『
大
乗
義
章
』
は
縁
覚
を
、
十
二
因
縁
を
観
じ
て
得
道
す
る
も
の

と
、
こ
の
現
前
の
事
象
を
観
ず
る
も
の
と
の
二
種
に
分
け
る
。

外
な
る
縁
を
示
す
飛
華
落
葉
と
い
う
表
現
は
、
安
然
の
『
真
言

宗
教
時
義
』
以
前
の
ど
こ
に
あ
る
の
か
、
目
下
判
然
と
し
な
い
が
、

た
だ
、
そ
れ
は
『
智
度
論
』
の
書
や
『
大
乗
義
章
』
の
文
章
の
示

す
と
こ
ろ
と
関
連
は
あ
り
そ
う
で
あ
る
。
し
か
し
、
飛
華
落
葉
と

い
う
表
現
は
，
眼
前
の
無
常
を
あ
ら
わ
す
の
に
ふ
さ
わ
し
く
、
そ

の
語
感
か
ら
も
よ
く
用
い
ら
れ
る
に
至
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。

飛
華
落
葉
が
、
日
本
の
文
学
等
に
現
わ
れ
て
い
る
い
く
つ
か
の

例
を
あ
げ
て
み
よ
う
。
藤
原
定
家
に
仮
託
さ
れ
た
歌
論
言
『
愚
秘

抄
』
に
は
、

飛
花
、
落
葉
を
見
て
、
世
の
無
常
を
悟
り
、
は
か
な
き
な
ら

ひ
を
夢
に
な
ず
ら
へ
ん
道
心
者
な
ど
は
、
さ
る
た
め
し
も
侍

り
な
ん
。
（
日
本
歌
学
大
系
四
、
二
九
四
頁
）

と
見
ら
れ
る
が
、
こ
れ
は
歌
を
よ
む
心
ば
せ
に
つ
い
て
、
飛
華
落

葉
を
見
て
悟
り
ゆ
く
道
心
者
の
心
を
、
そ
の
あ
る
べ
き
さ
ま
と
見

二
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て
い
る
の
で
あ
る
。

謡
曲
「
拍
崎
」
に
は
↑

暫
ら
く
世
間
の
幻
相
を
観
ず
る
に
、
飛
花
落
葉
の
風
の
前
に

は
、
有
為
の
転
変
を
悟
り
…
…
（
岩
波
、
日
本
古
典
文
学
大
系
『
謡

曲
』
上
、
一
九
一
頁
）

と
あ
る
。
同
じ
く
「
関
寺
小
町
」
に
は
、

逢
坂
の
山
風
の
、
是
生
滅
法
の
、
理
を
も
得
ぱ
こ
そ
、
飛
花

落
葉
の
折
々
は
：
。
…
（
同
『
謡
曲
』
下
、
二
九
三
頁
）

と
見
ら
れ
る
よ
う
に
、
中
世
の
謡
曲
の
中
に
は
、
有
為
転
変
を
悟

る
よ
す
が
と
し
て
の
飛
華
落
葉
が
、
し
ば
し
ば
用
い
ら
れ
る
。

ま
た
中
世
の
芸
術
論
の
『
専
応
口
伝
』
に
は
、

飛
華
落
葉
の
風
の
前
に
か
虫
る
さ
と
り
の
種
を
う
る
事
を
や

侍
ら
ん
。
（
岩
波
、
日
本
思
想
大
系
『
古
代
中
世
芸
術
論
』
四
五
一
頁
）

と
い
っ
て
い
る
。
『
專
応
口
伝
』
は
十
六
世
紀
前
半
に
活
躍
し
た

池
坊
専
応
の
書
で
あ
る
が
、
こ
こ
に
も
飛
華
落
葉
が
花
道
の
根
底

に
か
か
わ
る
こ
と
が
知
ら
れ
る
。
こ
の
書
に
は
ま
た
、

電
雲
は
桃
花
を
見
、
山
谷
は
木
犀
を
き
ｋ
、
み
な
一
花
の
上

に
し
て
開
悟
の
益
を
得
し
ぞ
か
し
。
（
同
、
四
五
○
頁
）

と
い
う
が
、
中
世
の
芸
道
と
仏
教
と
の
関
係
を
知
る
こ
と
が
で
き

る
。
そ
し
て
そ
れ
は
飛
花
落
葉
的
な
、
あ
る
い
は
縁
覚
的
な
悟
り

へ
‐
の
方
向
な
の
で
あ
る
。

更
に
、
江
戸
末
期
の
井
伊
直
弼
は
『
茶
湯
一
会
集
』
に
、

花
は
専
ら
有
為
転
変
飛
華
落
葉
を
観
ず
る
こ
と
な
れ
ば
、
あ

な
が
ち
珍
花
を
賞
す
る
に
あ
ら
ず
。

と
い
う
の
で
あ
る
。
井
伊
直
弼
の
茶
道
論
は
中
世
以
来
の
伝
統
を

受
け
る
も
の
で
は
あ
ろ
う
が
、
そ
れ
は
．
会
」
と
い
う
禅
の
方

式
を
受
け
、
ま
た
花
は
有
為
転
変
の
飛
花
落
葉
を
観
ず
る
の
だ
と

い
う
に
至
っ
て
は
、
日
本
人
の
中
に
根
を
下
ろ
し
た
仏
教
を
そ
の

ま
ま
見
る
思
い
が
す
る
。

鮮
支
仏
に
つ
い
て
、
十
二
因
縁
を
観
ず
る
と
い
う
よ
う
な
、
仏

教
の
教
法
そ
の
も
の
に
於
て
、
理
と
内
面
的
な
省
察
そ
の
も
の
に

於
て
す
る
観
法
に
対
し
、
外
縁
、
つ
ま
り
現
前
の
事
象
に
導
か
れ

て
真
実
を
観
ず
る
と
い
う
、
両
様
の
あ
り
方
が
あ
っ
た
わ
け
で
あ

る
。
こ
の
後
者
は
と
く
に
飛
華
落
葉
を
観
ず
る
と
い
う
表
現
に
よ

っ
て
、
し
ば
し
ば
日
本
仏
教
も
し
く
は
日
本
文
化
の
中
に
現
わ
れ

て
く
る
が
、
こ
れ
は
日
本
仏
教
と
い
う
も
の
の
ひ
と
つ
の
性
格
を

示
し
て
い
る
と
云
え
る
で
あ
ろ
う
。

そ
れ
は
論
理
よ
り
は
具
象
に
於
て
観
ず
る
や
り
方
で
あ
り
、
飛

華
落
葉
と
い
う
無
常
を
示
す
に
ふ
さ
わ
し
い
表
現
は
、
日
本
人
の

好
む
と
こ
ろ
で
も
あ
っ
た
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
そ
し
て
、
飛
華
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落
葉
を
観
じ
て
悟
ろ
う
と
し
、
ま
た
、
自
然
の
い
と
な
み
の
中
で

瞬
間
的
に
直
覚
的
に
物
の
真
随
に
迫
ろ
う
と
す
る
。
そ
れ
は
日
本

人
の
や
り
方
で
も
あ
る
。
そ
れ
は
仏
教
で
は
独
覚
・
縁
覚
の
自
悟

で
あ
り
、
他
の
為
に
は
説
法
せ
ぬ
そ
の
や
り
方
に
通
ず
る
も
の
が

あ
る
。
そ
れ
に
は
、
平
安
初
期
以
前
か
ら
始
ま
る
日
本
人
の
風
流

に
も
つ
な
が
る
も
の
が
あ
る
。

そ
の
風
流
と
は
単
な
る
あ
そ
び
で
は
な
く
、
美
意
識
を
通
し
て

真
実
に
迫
ろ
う
と
す
る
人
々
が
あ
っ
た
こ
と
を
考
え
て
み
る
要
が

柔
さ
を
わ
ざ

あ
ろ
う
。
『
日
本
霊
異
記
』
の
中
の
「
女
人
、
風
声
の
行
を
好
み
、

仙
草
を
食
ひ
て
、
現
身
に
天
に
飛
ぶ
縁
」
は
、
道
教
の
影
響
を
受

け
た
風
流
で
あ
る
。
平
安
初
期
の
源
融
は
嵯
峨
に
栖
霞
観
を
設
け

て
風
流
を
事
と
し
た
。
何
れ
も
道
教
の
流
れ
を
受
け
、
そ
れ
が
日

本
人
的
風
流
と
な
っ
た
が
、
日
本
仏
教
の
中
に
も
そ
れ
が
入
っ
て

き
て
い
た
と
思
わ
れ
る
の
で
あ
る
。
安
然
は
と
く
に
飛
華
落
葉
を

云
々
し
た
が
、
飛
華
と
か
落
葉
と
か
は
、
当
時
の
漢
詩
集
の
中
で

も
好
ん
で
用
い
ら
れ
た
詩
題
で
あ
っ
た
。

そ
し
て
、
／
日
本
の
文
学
や
芸
術
論
の
中
に
は
、
前
に
も
あ
げ
た

通
り
、
飛
花
落
葉
が
出
る
こ
と
が
多
い
が
、
と
く
に
多
い
中
世
に

は
、
隠
者
と
し
て
仏
教
者
が
あ
っ
た
こ
と
が
見
逃
せ
な
い
。
鴨
長

明
し
か
り
。
ま
た
西
行
と
て
そ
の
中
に
あ
る
と
見
ら
れ
る
で
あ
ろ

う
。
そ
れ
は
、
中
世
に
の
み
始
ま
る
の
で
な
く
、
古
く
か
ら
の
系

譜
の
中
か
ら
出
た
、
日
本
的
風
流
の
仏
教
解
釈
で
あ
っ
た
と
見
ら

れ
よ
箔
フ
。

、

、

ま
た
、
中
世
の
人
々
が
、
飛
華
落
葉
で
は
な
く
、
飛
花
落
葉
と

い
い
か
え
て
用
い
て
い
る
の
も
、
い
よ
い
よ
眼
前
の
事
象
な
の
で

あ
る
。そ

の
と
き
、
悟
り
の
内
容
は
何
な
の
か
は
、
改
め
て
問
い
直
さ

る
べ
き
問
題
で
あ
る
。
そ
れ
に
つ
い
て
一
言
ふ
れ
る
な
ら
ば
、
安

然
の
『
真
言
宗
教
時
義
』
が
示
し
て
い
る
よ
う
に
、
法
界
の
一
切

諸
法
は
、
大
日
如
来
の
法
身
説
法
に
他
な
ら
ぬ
と
す
る
密
教
的
な

解
釈
が
、
ゆ
き
わ
た
っ
て
い
た
も
の
と
思
わ
れ
る
し
、
同
時
に
ま

た
、
天
台
の
諸
法
実
相
論
の
影
響
が
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
の
で

あ
る
。
す
な
わ
ち
、
一
切
諸
法
は
そ
の
現
象
の
ま
ま
に
真
実
で
あ

る
と
い
う
考
え
方
で
あ
る
。
そ
の
現
象
に
直
参
す
る
こ
と
に
よ
っ

て
、
す
な
わ
ち
止
観
の
実
践
に
よ
っ
て
、
法
の
真
実
相
に
至
ろ
う

と
し
た
の
で
あ
る
。
こ
れ
ら
の
問
題
に
つ
い
て
は
、
別
に
稿
を
改

め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
ｐ

註
①
乙
本
は
天
台
宗
叢
書
本
。
な
お
皮
の
字
は
木
の
方
が
よ
い
と
思
わ

れ
る
。
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